
加 速 器 法 に よる Ｉ 帽 年 代 測 定 と 花 粉 分 析 に よる ブナ ・ ミ ズナ ラ ・ ハ ンノ キ ・ エ ソ マ ツ

移 住 の 時 代 一 南 サ ハ リ ン の 泥 炭 堆 積 と コ ナ ラ 属 ， 神 仙 沼 の 新 し い 針 葉 樹 と 川 端 の
Ｍｐｒａ３直下の針葉樹，狩場山の ‘ 古いブナ ’ ，石狩低地帯丿芙々川の ‘ 新しいハンノキ ’

と 南 学 田 の ‘ 古 い ハ ン ノ キ ’ -

星野フサ（札幌静修高）・中村俊夫（名古屋大学年代測定資料研究センター）

調査地点
南サハリンの調査地点は図１，北海道内の調査丿也点は図２に示す。北海道内５調査地

点の緯度経度を表１に示す。

１，南サハリンでの泥炭の堆積開始とコナラ属
試料を採取したスス十川河□付近の現丿学植生は，グイマツの高木は多いものの個体

数は少なく，シラカンバ，ハンノキが優勢である（矢野ほか，１９９２）。
ここでの花粉分析結果のー一部と加速器法によるコナラ属（Ｑｕｏｅｕｓ-ミズナラ）最大

値一泥炭堆積開始期の１４Ｃ年代を図３に示す。花粉ダイアグラムに表されたグイマツ
（Ｌａｒｉｘ）は，不連続ではあるが少量下部より産出し最上部で最大となる。この結果，
グイマツは地質的に新しい時期に勢力を増大させたとわかる。
暗灰色シルト層は有孔虫の遺骸を含む。この海が後退した後に泥炭が堆積を開始し
この頃コナラ属（ミズナラ）は最大値の２０％となる。その年代は，５，５３０±３９（）ｙ，Ｂ土
（ＮｔｊＴＡ-２１８４）であった。
後氷期の約６０００年前に，現在よりも平均気温が２，５°Ｃ高いクライマテック・オプテ
イマムＣ卜ｍａｔｉｃ（）ｐｌｉｍｕｍ（気候最適期）といわれる雌界的な高温期があり，それをは
さんで前後３０００年にわたる後氷期高温期（ヒプシサーマルｈｙｐ，；ｉｔｈｅｒｍａ目がある（新
堀，１９８８）。
スス中川河口における，有孔虫（海）の上限（最後）でミズナラ林が最大となりそ

の年代が５，５３０士；３９０ｙ，Ｂ．Ｐ，であった。ここでの海退と植生の関係の年代がわかったこ
とは今後（ｊｌｉｍａｔｉｃ（ｊｒ）ｔｉｍｕｍを検討する基礎資料となろう。
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１１ｊ４１仙沼の針葉樹とＭｐｆａ３直下の針葉樹
ニセコ連峰の西部に神仙沼がある。この沼には針葉樹が神秘的に存在し，花粉分析

をおこなった結果，アカエソマツカｉｉ神仙沼に到着したのは極最近であると報告した
（星野ほか，１９９４）。しかし，加速器法による１４Ｃ測定の結果，アカエソマツ（Ｐｉｃｅａ）
の到着は２，５５０±１００ｙ．Ｂ，Ｐ，（ＮＵＴＡ-３４７１），トドマツ（Ａｂｉｅｓ）の出現期は３，２２０±１３０ｙ，
Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-３４５６）に近い（図４）と解明された。この２つの年代は，７６５ｍの高地で
（；１ｉｍａｔｉｃ（川ｉｍｕｍ後の寒冷化の中でトドマツ到着後約６７０年経過後アカエソマツが移住
したことを示す。アカエソマツ到着後の堆積物はあまりない。これは神仙沼の形成過
程ならびに複数地点での花粉分析の必要性を示す。
川端での花粉分析結果は，Ｍｐｒａ３（ｊｌＣＳ川降下軽石堆積物３-春日井は；，Ｃμ１９８０）の直下

に針葉樹がみられる（矢野・星野，印９０）。これらのプレパラートを再検鏡した結果
を図５に示す。Ａａｒａ２（Ｔｏｙａ）火山灰の下部でハンノキの８０％近い連続出現がみられる。
そこでのＭｐｒａ３直下の加速器法による１４Ｃ測定結果は，＞４８，４００ｙ，Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-２１８６）
であった。Ｍｐｒａ３直下はトウヒ属（Ｐｉｅｅａ）が優勢で８０％を越える部分もある。寒冷種
のグイマツと温暖種のスギ（Ｃｒｙｐｔ（）ｌｎｅｒｉａ）が少量出現しそのうえ両者の増加傾向にや
や一致がみられる。また，ここではプナ（Ｆａｇｕｓ）やミズナラは見られない。ここ一川端
での針葉樹は，神仙沼の針葉樹と比べ非常に立派で，神仙沼と共通点はない。Ａａｒａ２
（Ｔｏｙａ）火山灰の下部で産出するハンノ牛を後述する酸素同位帯ステージ５ｅとすれば
ここでの針葉樹は最終氷期前半の５万年前～９万年前の植生を反映していることになる。
日高山脈のポロシリ氷期（小野一五十嵐，１９９１）の植生を反映しているかもしれない。

目Ｉ，狩場山の ‘古いブナ ’
ブナは，青森からおよそ５０００年前に函館北部に上陸し，北上を続け３５０年ほど前に黒

松内低地帯に到着した（小嗜はン！り１９９４）と考えられてきた。しかし，狩場山東部地域の
８地点で詳細な花粉分析を行なった結果，ｆ地点では１０％を越えるブナ花粉の連続出現が
みられた（図６）。このブナ花粉連続出現上部の加速器法による１４Ｃ年代測定の結果は，
６，５９０±１００ｙ，Ｂ上（ＮｔｊＴＡ-３４５５）であった。したがっておよそ６７００年前以前にブナ林が
狩場山東部地域に存在したことになる。
佐々木（１９８１）は，ブナ花粉が５％になる［時点でその地域がブナ帯にはいったと考え
た。寿都の下湯別の表土ではプナ花粉は出現しない（星野未公表）。矢野牧夫氏に提
供された蘭越と名駒の中間での表士では，ブナ花粉はわずか２％でる（星野未公表）。
ｔ．，たがって，ｆ地点の６７００年前以前のプナ林の存在は確実である。このブナ花粉が１０％
前後のパッチ状の小集団のブナ林を‘古いブナ林’と呼ぶことと１ンたい。このブナ林は，
ｒ地点の北東２．１ｋｍの所（ｇ地点）や大平沼の地下にも存在したことが花粉分析からわか
った（星野ほか，１９９５）。

- ２ ０ ４ -
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ｇ地点の ‘古いブナ林 ’はブナ花粉連続産出深度からみて氷河時代を生き延びた可能性
があり，年代測定中である。氷河時代の日本海の海況と渡島半島最高峰の狩場山の存在が
‘古いブナ林’を生き続けさせたのかもしれない。

Ｉ Ｖ ． 美 々 川 上 流 部 の ‘ 新 し い ハ ンノ 牛 ’ と 南 学 田 の ‘ 古 い ハ ンノ キ ’

石 狩 平 野 南 部 の 美 々 川 上 流 部 の 現 存 植 生 は ， ハ ンノ キ， 十 チ ダ モ が 低 地 の 湿 潤 度
に 応 じ て 生 育 し ， 斜 面 や 台 地 は ， ミ ズナ ラ， コ ナ ラ 林 が 主 体 で 針 葉 樹 の 人 工 林 も み ら

れる。こと。での ‘ Ｂ - ４ ’ 孔 の地質，火山灰，加速器法によるＩ七年代と花粉分析結果を

報告した（大森はンＣａ１９９２）。下位のミズナラ林にハンノキ（Ａｌｎｕｓ）が進入した時期は，
加速器法による１４Ｃ年代測定で１，７１０±１１０ｙ，Ｂ，Ｐ，（ＮｔＪＴＡ-１６２７）であった（図７）。この
１７１０ｙ，Ｂ，Ｐ．以降のハンノ牛を ‘新しいハンノ牛 ’と命名したい。なお， ‘Ｂ-４ ’孔の

試料番号２４にみられるトウヒはブロックで上流より流下したものが堆積したとものであ
ることが花粉胞子構成よりわかった。
また，南学田のハンノキ（星野ほか，１９８６）の消滅期の加速器法による１４Ｃ年代は，

＞５０，；２２０ｙ．Ｂ，Ｐ，（ＮＵＴＡ-２１８５）であった（図８）。このハンノ牛はスギやブナを散点的に

と も な う 点 で ‘ 新 し い ハ ンノ キ ’ と は 異 な り 現 在 よ り 温 暖 な 気 候 下 に 存 在 し た と 推 定 さ れ
る 。 こ の ハ ンノ 牛 を ‘ 古 い ハ ンノ キ ’ と 呼 ぶ こ と と す る 。 ‘ 古 い ハ ンノ ギ の 上 位 に
Ｍｐｆａ３火山灰がある。川端ではＡａｒａ２（Ｔｏｙａ）の下位にハンノ牛の多い層が存在している
が， こ れ と 南 学 田 の ‘ 古 い ハ ンノ ギ は 同 じ 時 期 の も の で 酸 素 同 位 帯 ス テ ー - ジ ５ ｅ の 温 暖

期にあたると考えられる。

おわりに
樺太で１地点と北海道内５地点で花粉分析によりマークした点での加速器質量分析計

による時代判定に基ずく植生論述を行なった。ボーリングコアから採取した試料
は少量で１４Ｃ年代測定が不可能な炭質物の量であることが多い。ここで得られた年代は，
今後最終氷期前半期以降の植生を詳細に解析するに際し役立つと考えられる。
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